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ビルマの唯事（ただごと）――周縁山地の自然と人々
2008 年 7 月 19 日

ミャンマー（ビルマ）について国外に伝わる情報の多くは「ただごと」ではない出来事である。1980

年代末に現政権が登場して以来、民主化の象徴的存在であるスーチー氏をめぐる動向が諸外国メディア

にとっては唯一最大の関心事であるし、昨年 9月の反政府デモや今年 5月のサイクロン被災が世界的な

注目を集めたが、市民の様子や被災地の実態はなかなか伝わって来ず、断片的な現地の情報は政治体制

への批判や人権にかかわる問題の文脈の中に埋め込まれてしまいがちである。

そこで本例会は、今一度、ただごと――現存する自然や人々の日常生活、人と自然の関わり合いのさ

まざま――を取り上げることからミャンマーの理解を深めようと、現地調査の経験が豊富な三者による

話題提供で構成された。例会冒頭の導入と司会は筆者が務めた。

はじめは「ミャンマーの植物多様性とインベントリー」と題した田中伸幸氏（高知県立牧野植物園）

の報告であった。植物分類研究においてはおよそ 50 年間におよぶ実質的な空白期間がある同国で、近

年おこなわれてきた林業省との共同研究の成果の一部である。チン州南部のビクトリア山、ザガイン管

区のアランドカタパ国立公園、およびカチン州のフーコン河谷の植物相がふんだんな写真とともに紹介

された。イネ科新属の発見といった学術的な成果、マンダレー経由で中国へ持ち出されるランなどの植

物資源管理の現状や有用植物探索の可能性など、ミャンマーの豊かな自然をめぐるトピックがいろいろ

な角度から述べられた。

次に、国際協力機構（JICA）専門家として農村開発事業に携わり 2007 年までの 8年間をシャン州で

過ごした吉田実氏の報告「茶とケシと山地少数民族」にうつった。19 世紀後半にシャン州東部に導入

されたケシ栽培は、1980 年代に拡大し、1990 年代半ばにそのピークをむかえた。その後、中央政府と

少数民族特別区政府による撲滅活動がすすめられ、2003 年には完全撲滅が宣言された。ケシ撲滅活動

の最中で、あるいはその達成の後に変容する地域社会の様子が紹介され、中国市場に向けた茶栽培ブー

ムといった新しい動きやケシ栽培以前の伝統的農業システムをふまえた望ましい将来像についての見解

が語られた。

休憩をはさんで、落合雪野氏（鹿児島大学総合研究博物館）から「ナガ・ニューイヤー・フェスティバ

ルに集う人びと――ジュズダマ属植物の利用に関する一視点」と題した話題提供がなされた。ナガの新

年祭を、人々の植物利用の観点から読み解くべく、ライス・ビール（稲芽酒）や男性のまつりの装束に
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おけるジュズダマ属植物の利用などが紹介された。特に、後者については、女性の日常的衣装に利用さ

れることが多い東南アジア大陸部の他地域との比較から、ハレの衣装に用いられその象徴的な意味が力

説されることに特徴があるとした。さらに、政府系旅行会社によるまつりツアーそのものの背景や意味

合いが論じられた。

3つの報告につづいて、田中耕司氏（京都大学地域研究統合情報センター）からコメントが述べられた。

まず、半世紀にわたる研究の空白期間（田中報告）や政府による急激な主作物の消滅（吉田報告）といっ

た「ただごとではない」事象をあげて、研究対象としてのミャンマーの魅力があらためて確認された。

さらに、副題にあげた「周縁」に関連して、ミャンマー山地部を政治的な周縁部としてひとまとまりの

地域としてとらえるだけでなく、報告にもあった植物区系（田中報告）や有用植物利用（落合報告）な

どの例をあげつつ、東西の生態的差異を考慮した地域区分の必要性が指摘された。

コメントの後、会場からの質問も交えて、さまざまな意見交換がなされた。「ただごと」からミャンマー

への接近を試みた本例会であったが、報告内の考察や質疑における議論では、そこへの国家や国際社会

の介入を無視することはもちろんできず、結果的には、それらの影響の大きさを、あるいはそういった

我々の認識をあらためて示すかっこうとなった。

松田正彦（立命館大学国際関係学部）


